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キャンパス名 千葉キャンパス 
授業番号 10588001

授業名 世界動向と国際貢献 Ａ 形態 講義  単位 2

担当教員 松尾 加奈、郷堀 ヨゼフ
開講学期 2025年度 前学期 曜⽇・時限 ⽔曜4限

授業⽬的

本授業は「私」の世界が個の世界だけではなく、国境を超えて様々な関係性が紡がれている中で成⽴
していることについて意識化する。学習者はグローバルな諸課題（戦争・テロ、貧困、環境問題、保
健衛⽣など）についてその背景や原因を総合的に理解し、「共⽣」を⼟台に解決策を議論できる教養
を習得する。 

授業内容

本授業では「保健衛⽣」「平和・紛争・戦争」「移⺠・難⺠」「環境・開発」の4つのテーマについ
て、新聞記事・ルポ・映像・ドキュメンタリー映画などの資料を⽤いながら、各国の取り組み、国境
を超えた取り組みを⽣活者の⽬線で取り上げる。各授業において学習者⾃⾝の視点でそれぞれの問
題・課題の背景や原因、解決策について考え、グループによるディスカッション、プレゼンテーショ
ンを通して議論し、理解を深めていく。 

到達⽬標
世界の諸問題について、その背景や要因など基礎的な知識を⾝につけ、独⾃性のある解決策を議論す
ることができる。世界の諸課題と学習者⾃⾝並びに⽇本との関係について分析し、国境という枠組み
を超えた「共⽣」について説明できる。 

ディプロマポリ
シーとの関連性

＜⼤DP1-（５）＞⼈間、社会、国際、⾃然等に関する広い知識と理解を有している。 

授業形態

授業は４つのブロックで進⾏する。各ブロックでは、授業テーマ（世界各国が抱える課題）の説明、
問題提起及び資料提⽰を講義形式で進める。参加者は講義を受けて、各テーマに沿って解決策・⽅法
をアクティブ・ラーニングの⼿法を⽤い検討、学習者たちが考えた解決策については、世界各国で活
動している実践者たちにコメント・評価を依頼する。
グループワーク、プレゼンテーション、ディスカッションを実施する。ディスカッションはディベー
ト形式を応⽤しながら、指定された２つの評価グループが相反する意⾒を提案、学習者全員はディス
カッションに参加する。 

事前・事後学習
の所要時間

本科⽬では､各授業回に2時間の事前学習､2時間の事後学習を必要とする｡
合計15回の授業で､事前事後学習60時間となる｡ 

テキスト ※この科⽬では指定の教科書はありません。授業内で使⽤する資料等については、別途授業内でご案
内いたします。 

評価⽅法

本授業では学習者によるプレゼンテーションを実施するため、事前・事後学習時間にプレゼンテーシ
ョン資料を準備する。評価はプレゼンテーション資料、授業内容に関するリアクションペーパー、各
テーマの⼩レポート、期末レポートにより総合的に判断する。特に以下に留意し授業に参加してほし
い。
・グループワーク、プレゼンテーションにおいて、世界各国が抱える課題（テーマ）の要因分析が正
確になされているか。資料収集、整理、提⽰は適切であるか。
・解決策について斬新かつ実現可能なアイデアを提⽰しているか。
・議論の進⾏を主体的に進め、相反する意⾒について的確に回答しているか。
・リアクションペーパー、⼩レポート、期末レポートにおいて、出題意図を適切に理解し、「⽇本⼈
としての視点」、「国境を越え俯瞰する視点」の複眼視点でテーマを分析、説明しているか。 

評価基準
各ブロックのプレゼンテーション（12点（各3点））、⼩レポート(28点(各7点)）。
各回の事前・事後のレポート（含リアクションペーパー）30点、
期末（終講）レポート(30点)【合計100点】 

試験・レポート
等のフィードバ
ック

リアクションペーパーの質問への回答や⼩レポートのフィードバックは授業内で⾏う。学習者の意
⾒・指摘・気づきを取り上げ、授業内で議論する。また授業内容・授業運営に関する相談時間を設け
対応する。第15回授業では授業内後半でこれまでの学びを振り返りレポート（期末レポート）を作
成、授業時間内に提出、これをもって試験とする。未受験の場合は個別に対応し、オンラインでの提
出を考慮する。またフィードバックもオンライン（Googleクラスルームを利⽤）で対応する。 

注意事項及び履
修条件

本授業では相⼿の意⾒を尊重し、誰もが議論に参加できる環境・雰囲気を保ちながら展開していく。
そのため、グループワークやディベート、ディスカッションの際の相⼿や、他地域・外国・異⽂化な
どの「他者」を軽視しないこと、排他的・差別的な発⾔をしないこと、それぞれの⽂化の優劣を論じ
ないことを授業の約束事とする。 

 S︓100〜90、A︓89〜80、B︓79〜70、C︓69〜60、D︓60未満

第１回
事前学習 シラバスを読み、授業内容や成績評価の⽅法などを確認、興味のあるテーマについて⽂献レビューす

る。新聞やニュースサイトで国際に関する記事を読み、⾃分の興味のある問題・課題について調べ質



問や考察を500字程度にまとめる。 

授業内容

担当︓郷堀・松尾
授業のガイダンス（①授業⽬標と授業内容の確認、②成績評価の⽅法の確認、③受講にあたっての注
意事項の伝達）、世界が抱える困難な問題とは何か︖
基本的には講義形式の授業を⾏うが、PC、スマートホン等の各種デバイス・ツールを活⽤したアクテ
ィブラーニングを実施する。学⽣から質問、意⾒を広く収集し教室内で共有する。 

事後学習 授業内で提⽰された⽤語の中で、意味や内容がわからなかったものをテキストやインターネットで調
べ⾃分の考えを500字程度にまとめる。 

参考⽂献  

第２回

事前学習 ⾃分が興味関⼼を持つ国、⾏ったことや⾏きたいと思う国について、⼈⼝・⺠族・宗教・産業・⽣
活・最近のニュースなどの情報を集め、興味を持つに⾄る理由を500字程度にまとめる。 

授業内容

担当︓松尾
「世界地図」について考える。国際関係を⾃分の視点・他者の視点から捉え直し、⾃⼰ー他者の関係
を考える。
基本的には講義形式の授業を⾏うが、PC、スマートホン等の各種デバイス・ツールを活⽤したアクテ
ィブラーニングを実施する。学⽣から質問、意⾒を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会
を設ける。 

事後学習 「国際」「国境」「国際ソーシャルワーク」の定義を調べ、500字程度にまとめる。 
参考⽂献  

第３回

事前学習
⽇本に住む移住者・難⺠はどのような状況におかれているか。法務省、総務省、⽇本国内で活動する
NGOや相談機関などのホームページを読み現状に関する予備知識を得る。⾃分の考えや質問を300字
程度にまとめる。 

授業内容

担当︓郷堀
グローバル・イシュー①「移⺠・難⺠」
国境を超えて⽇本の各地に⽣活している⼈びとが抱える課題について考える。移⺠・難⺠をテーマ
に、国境を超えて解決すべき課題、移⺠・難⺠に関する課題が発⽣する歴史的背景について学ぶ。
基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求める。 

事後学習 ⽇本における移住者・難⺠の抱える福祉課題について調べ考察、500字程度にまとめる。 
参考⽂献  

第４回

事前学習 移住・難⺠・移⺠をテーマに国連や国際NGOの取り組みについて情報を収集し、考察や質問を500字
程度にまとめる。 

授業内容
担当︓郷堀
プレゼンターによる発表、評価グループによるディベート、フロアのディスカッション。専⾨家から
のフィードバック、各グループでのシェアリング実施。   

事後学習 プレゼンテーションの感想を500字程度にまとめる。  
参考⽂献  

第５回

事前学習 ⼩レポート作成に向けた準備。「移⺠・難⺠」をキーワードに⽂献をレビュー取り組むべき課題を⼀
つ挙げ、国連機関等の活動例を調べ⼩レポートの要旨を300字程度にまとめる。 

授業内容
担当︓郷堀
学習者が調査した「移⺠・難⺠」の課題分析及び解決に向けた⽅策について、受講者全体で共有する
とともに、教員とも議論し考察する。 

事後学習 ブロックを振り返り、⼩レポート（A4⽤紙1枚︓40字*30⾏）を作成する。 
参考⽂献  

第６回

事前学習 保健衛⽣をテーマにJICA、WHOなどの援助機関を1つ選び、ホームページや資料、統計や報告書を読
み、⾃分の考えや質問事項を300字程度にまとめる。 

授業内容 担当:松尾
グローバル・イシュー②「保健衛⽣」
保健衛⽣をテーマに国境を超えて解決すべき課題と、様々な国際機関の活動、それぞれの国の事情、
歴史、特に感染症に取り組む国際機関、国際協調の現状を学ぶ。



基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求める。 

事後学習 「保健衛⽣」領域の課題を⼀つ選び、国連機関等の活動事例を調べたプレゼンテーション資料を作成
（スライド4枚程度） 

参考⽂献  

第７回

事前学習 引き続き「保健衛⽣」領域の課題を⼀つ選び、国連機関等の活動事例を調べたプレゼンテーション資
料を作成（スライド4枚程度） 

授業内容

担当︓松尾
知ることから始める︓グローバル・サウスの国々を紹介し、「国際貢献」の先にある受け⼿の⼈々、
コミュニティについて考える。フロアのディスカッションや専⾨家によるレクチャーやオンラインツ
ールを利⽤したアクティブ・ラーニング実施等により知識を深める。  

事後学習 プレゼンテーション資料作成を含む授業の振り返り、感想を500字程度にまとめる。 
参考⽂献  

第８回

事前学習 ⼩レポート作成に向けた準備。「保健衛⽣」をキーワードに国連機関等の活動例を調べ、⼩レポート
の要旨を300字程度にまとめる。 

授業内容

担当︓松尾
⼈命の価値は等しいのだろうか。保健衛⽣をトピックにしつつ、次のユニットにつながる「命」につ
いて考える。
基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会を設ける。 

事後学習 ブロックを振り返り、⼩レポート（A4⽤紙1枚︓40字*30⾏）を作成する。 
参考⽂献  

第９回

事前学習
戦争と平和をテーマに国連や国際NGOの活動をホームページや各種資料、報告書を読む。紛争・戦争
地域の歴史的背景や平和構築に向けた課題について調べ、⾃分の考えや質問を300字程度にまとめ
る。 

授業内容

 担当︓郷堀
グローバル・イシュー③「平和・紛争・戦争」
戦争・テロ・平和をテーマに、国境を超えて解決すべき課題、様々な国際機関の活動、それぞれの地
域の事情や歴史的背景について学ぶ。 
基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会を設ける。 

事後学習 取り上げられた課題から平和構築に向けた国際協⼒の現状と課題について調べ、⾃分の考えを500字
程度にまとめる。 

参考⽂献  

第１０回

事前学習 紛争地域での様々な国際援助機関の活動についてインターネットや⽂献で情報収集し、プレゼンテー
ション資料を作成する（スライド4枚程度）。 

授業内容

担当︓郷堀
プレゼンターによる発表、評価グループによるディベート、フロアのディスカッション。専⾨家から
のフィードバック、各グループでのシェアリング実施。 
 

事後学習 授業の振り返りと感想を500字程度にまとめる。 
参考⽂献  

第１１回

事前学習 ⼩レポート作成に向けた準備。「紛争・戦争」をキーワードに国連機関等の活動例を調べ、⼩レポー
トの要旨を300字程度にまとめる。 

授業内容

担当︓郷堀
戦争・紛争解決は可能か︓テーマのレビュー、質疑応答、ディスカッション。専⾨家からのフィード
バック。ユニット全体を振り返る。
基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会を設ける。 

事後学習 ブロックを振り返り、⼩レポート（A4⽤紙1枚︓40字*30⾏）を作成する。 
参考⽂献  



第１２回

事前学習
「持続可能な開発」について国選SDGｓの取り組みに関する情報を収集する。「持続可能な開発」を
テーマにJICA、WHOなどの援助機関を1つ選び、ホームページや資料、統計や報告書を読み、⾃分の
考えや質問事項を300字程度にまとめる。 

授業内容

 担当︓松尾
グローバル・イシュー④「環境と開発」
環境保護と開発をテーマに、国境を超えて解決すべき課題と途上国と先進国の事情や歴史的背景につ
いて学び、「持続可能な開発」とは何かを学ぶ。
基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会を設ける。 

事後学習 開発領域、気候変動対策を進める様々な国際援助機関の活動についてインターネットや⽂献で情報収
集し、プレゼンテーション資料を作成する（スライド4枚程度）。  

参考⽂献  

第１３回

事前学習 引き続き開発領域、気候変動対策を進める様々な国際援助機関の活動についてインターネットや⽂献
で情報収集し、プレゼンテーション資料を作成する（スライド4枚程度）。 

授業内容
担当︓松尾
グローバル・サウスの国々での社会開発の現実と課題について学ぶ。専⾨家からのインプットやオン
ラインツールを利⽤したアクティブ・ラーニングの実施。 

事後学習 プレゼンテーション資料作成を含んだ授業の振り返りと感想を300字程度にまとめる。 
参考⽂献  

第１４回

事前学習 ⼩レポート作成に向けた準備。「環境と開発」をキーワードに国連機関等の活動例を調べ、⼩レポー
トの要旨を300字程度にまとめる。 

授業内容

担当︓松尾
開発援助のゴールはどこにあるのか︓テーマのレビュー、質疑応答、専⾨家からのフィードバック。
ユニットの振り返り。 基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤す
る。学⽣から質問、意⾒を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会を設ける。 

事後学習 ブロックを振り返り、⼩レポート（A4⽤紙1枚︓40字*30⾏）を作成する。 
参考⽂献  

第１５回
事前学習 14回の授業の中で配布された資料を読み、質問事項を500字程度にまとめる 

授業内容

担当︓郷堀・松尾
世界の動向と国際貢献の将来像︓授業を振り返りグローバルイッシューについて「共⽣」の視点で議
論する。 
基本的には講義形式の授業を⾏うが、アクティブラーニングの⼿法を活⽤する。学⽣から質問、意⾒
を求めたり、学⽣によるプレゼンテーションの機会を設ける。 

事後学習
グローバル化が現代社会に与えたインパクトを⾃分⾃⾝の専⾨領域に寄せて考える。「国境を越えて
考えなければならない課題とは何か。どのような国際協⼒が考えられるか。共⽣の視点を加味して論
じる。なお、期末（終講）レポートの詳細、締切⽇、提出⽅法は授業内配布資料で明⽰する。 

参考⽂献  

 ※この他に試験が実施される場合があります。担当教員の指⽰に従ってください。

ディプロマポリ
シー

＜⼤DP-1＞【社会の構成員としての基本的知識・技能・能⼒】
＜⼤DP1-（１）＞⽇本語や英語のコミュニケーション能⼒を修得している。
＜⼤DP1-（２）＞情報リテラシーや数量的スキルを修得している。
＜⼤DP1-（３）＞課題発⾒・問題解決能⼒を持ち、主体性をもって協⼒し合う態度を⾝に付けてい
る。
＜⼤DP1-（４）＞⾃⼰管理⼒、倫理観、リーダーシップ、市⺠としての社会的責任、⽣涯学習⼒を修
得している。
＜⼤DP1-（５）＞⼈間、社会、国際、⾃然等に関する広い知識と理解を有している。
＜⼤DP-2＞【専⾨教育分野における知識・技能・能⼒】
＜⼤DP2-（1）＞⾃らが学んだ学位プログラムの基礎となる原理・原則を理解し、それに基づく体系
的専⾨知識を修得している。
＜⼤DP2-（２）＞修得した体系的専⾨知識を、実践の場において活⽤する技能や態度を修得してい
る。 


